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主
要
な
施
策
に
対

す
る
町
長
の
方
針
①
人
口

減
少
へ
の
対
応
と
地
方
創

生
に
対
し
て
②
若
者
定
住

と
働
く
場
所
の
確
保
に
つ

い
て
③
「
高
齢
者
支
援
」

「
介
護
保
険
制
度
」
「
生

き
が
い
づ
く
り
」
に
対
す

る
町
の
考
え
は

　
　
　

①
国
の
総
合
戦
略

の
策
定
に
伴
う
交
付
金
の

決
定
を
受
け
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
発
行
事
業
を
実

施
す
る
。
地
方
創
生
先
行

型
と
し
て
26
年
度
補
正
予

算
で
対
応
す
る
。
町
創
生

総
合
戦
略
の
策
定
作
業
を

開
始
す
る
。
課
長
、
職
員

及
び
住
民
代
表
に
加
え
、

産
・
官
・
学
・
金
等
の
関

係
機
関
も
含
め
た
組
織
を

立
ち
上
げ
る
。
②
移
住
、

定
住
施
策
と
し
て
、
空
き

家
対
策
に
力
を
入
れ
る
。

企
業
誘
致
等
に
よ
る
雇
用

の
創
出
も
必
要
だ
が
、
町

内
の
企
業
が
元
気
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
若
い
方
々

が
地
元
へ
就
職
を
希
望
す

る
町
づ
く
り
が
理
想
だ
と

考
え
る
。
高
齢
者
施
設
を

充
実
し
、
関
連
す
る
雇
用

を
増
や
し
た
い
。
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
企
業
誘
致
の
可

能
性
を
含
め
検
討
し
て
い

き
た
い
。
27
年
度
第
2
次

総
合
計
画
の
中
に
お
い
て

も
、
若
者
定
住
の
た
め
の

魅
力
あ
る
多
様
な
誘
致
、

宅
地
造
成
計
画
の
実
施
に

は
多
額
の
支
出
が
必
要
で

あ
り
、
設
置
予
定
箇
所
と

の
調
整
が
必
要
。
③
こ
れ

か
ら
も
高
齢
者
施
策
に
は

積
極
的
に
取
り
組
み
、
元

気
な
高
齢
者
の
多
い
町
と

な
る
よ
う
に
努
め
る
。

　
　
　

高
度
情
報
基
盤
整

備
事
業
①
事
業
の
見
通
し

と
工
事
の
遅
れ
の
原
因
は

遅
れ
が
今
後
ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
に
影
響
す
る
の
か

②
当
初
計
画
か
ら
27
年
に

か
け
て
、
町
民
に
対
す
る

事
業
説
明
は
十
分
で
き
て

い
る
か
③
今
後
の
利
活
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
最
優
先
は

ど
ん
な
も
の
を
考
え
て
い

る
の
か
④
現
在
の
同
報
無

線
よ
り
も
機
能
が
充
実
さ

れ
強
化
さ
れ
る
の
か

　
　
　

①
光
エ
リ
ア
内
は

6
月
末
、
無
線
エ
リ
ア
は

最
終
ア
ク
セ
ス
方
法
を
光

に
変
更
し
て
お
り
10
月
下

旬
完
成
予
定
で
、
関
連
す

る
工
事
も
発
生
す
る
。
国

庫
交
付
金
事
業
で
あ
る
契

約
済
み
の
整
備
工
事
と
の

一
体
性
の
施
工
の
必
要
性

だ
が
、
認
め
ら
れ
ず
別
工

事
の
発
注
と
な
る
。
遅
れ

は
、
こ
れ
ま
で
町
が
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
の

大
規
模
な
事
業
で
想
定
し

て
い
た
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
で
あ
り
、
反
省

し
今
後
に
生
か
し
た
い
。

②
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

含
め
町
民
の
皆
様
に
公
開

し
、
参
加
し
て
い
た
だ
く
。

そ
れ
が
説
明
責
任
で
も
あ

る
。
③
利
活
用
委
員
会
に

町
側
の
計
画
を
明
確
に
示

し
具
体
的
な
意
見
を
伺
い

た
い
。

　
　
　
　
　

④
屋
外
ス
ピ

ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
現

状
維
持
で
あ
る
。
区
長
会
、

防
災
委
員
と
の
会
議
で
意

見
を
伺
い
、
聞
こ
え
に
く

い
場
所
に
設
置
し
て
ほ
し

い
要
望
が
あ
れ
ば
、
総
務

課
と
し
て
は
整
備
工
事
を

今
後
検
討
す
る
。

　
　
　

2
年
程
度
の
余
裕

を
見
て
の
大
規
模
事
業
の

設
計
施
工
工
事
を
や
る
べ

き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

基
本
的
に
調
査
期

間
が
短
か
っ
た
。
大
変
専

門
分
野
で
知
識
不
足
、
認

識
不
足
等
が
あ
っ
た
こ
と

を
反
省
し
、
前
向
き
に
町

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
進
め
る
。

野口　直次 議員

問問
◎主要な施策に対する町長の方針は
　人口減少と地方創生、若者定住と働く場所
◎高度情報基盤整備事業について
　見通し、町民への説明、同報無線の強化は

◎主要な施策に対する町長の方針は
　人口減少と地方創生、若者定住と働く場所
◎高度情報基盤整備事業について
　見通し、町民への説明、同報無線の強化は

答

○川根本町創生総合戦略の策定作業開始へ
　第2次総合計画の中、若者定住、企業誘致を検討する。
○追加工事（関連）も発生。今後は反省を踏まえ十分説明
　していく。屋外スピーカーは現状維持

一 　 般 　 質 　 問

光ファイバ整備工事で建てられた支柱光ファイバ整備工事で建てられた支柱

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

総
務
課
長
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情
報
基
盤
整
備
事

業
に
つ
い
て
①
毎
年
の
支

出
見
込
み
と
10
年
間
の
推

計
。
②
町
民
の
必
要
性
、

町
の
課
題
解
決
、
財
政
状

況
に
適
正
・
有
効
か
③
告

知
端
末
機
の
全
戸
加
入
で

毎
年
3
千
万
円
近
い
財
政

負
担
が
発
生
し
た
。
Ｉ
Ｐ

電
話
は
希
望
者
だ
け
月
5

0
0
円
負
担
と
の
説
明
だ

っ
た
が
い
つ
町
が
負
担
す

る
こ
と
に
変
え
た
の
か
。

④
追
加
工
事
が
6
月
に
3

億
円
余
、
今
回
3
5
0
0

万
円
、
更
に
7
千
万
円
、

2
億
7
千
万
円
と
示
さ
れ

て
い
る
。
調
査
設
計
業
者

は
4
千
万
円
近
い
委
託
料

で
一
体
何
を
調
べ
て
設
計

し
た
の
か
。

　
　
　

①
27
年
度
予
算
に

設
備
光
熱
費
、
支
障
移
転

費
、
電
柱
共
架
料
、
占
用

料
、
電
波
利
用
料
、
土
地

借
上
料
で
1
3
0
0
万
円
、

修
繕
費
4
0
0
万
円
、
か

わ
ね
フ
ォ
ン
2
8
0
0
台

の
町
負
担
金
2
9
0
0
万

円
、
行
政
情
報
配
信
7
8

0
万
円
、
動
画
編
集
1
0

4
万
円
の
計
5
4
8
4
万

円
を
計
上
。
他
に
合
併
特

例
債
償
還
額
9
億
8
千
万

円
の
町
負
担
3
割
分
2
億

9
4
0
0
万
円
を
15
年
で

返
済
す
る
1
年
分
1
9
6

0
万
円
と
、
新
た
な
利
活

用
の
整
備
費
・
維
持
管
理

費
が
必
要
に
な
る
。
②
全

国
的
に
も
遅
れ
て
い
る
情

報
通
信
環
境
の
整
備
と
老

朽
化
し
て
い
る
同
報
無
線

を
更
新
す
る
最
低
限
の
整

備
。
今
後
は
町
が
抱
え
る

医
療
、
防
災
、
教
育
等
の

課
題
解
決
に
向
け
た
利
活

用
を
、
費
用
対
効
果
を
図

り
な
が
ら
慎
重
に
進
め
る
。

③
端
末
機
で
緊
急
情
報
を

配
信
す
る
こ
と
か
ら
、
当

初
か
ら
全
戸
へ
電
話
機
能

付
き
端
末
の
配
備
を
想
定

し
て
説
明
し
た
。
設
置
費

用
と
月
額
基
本
料
金
は
町

負
担
と
し
、
Ｉ
Ｐ
電
話
に

つ
い
て
は
、
当
初
は
利
用

者
に
月
5
0
0
円
を
負
担

し
て
頂
く
と
説
明
し
た
が
、

8
月
の
入
札
後
、
告
知
端

末
機
が
有
効
に
活
用
で
き

る
よ
う
全
額
町
負
担
で
全

Ｉ
Ｐ
電
話
配
備
を
9
月
議

会
で
報
告
し
た
。
④
追
加

工
事
は
補
助
対
象
事
業
と

認
め
ら
れ
な
い
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
と
の
接
続
や
停
電
に
備

え
た
宅
内
バ
ッ
テ
リ
ー
の

配
備
で
当
初
か
ら
別
工
事

と
し
て
い
た
。
議
会
の
承

認
を
得
て
契
約
す
る
。

　
　
　

地
域
資
源
の
有
効

活
用
で
温
泉
施
設
な
ど
へ

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
検
討
を
。

　
　
　

当
町
の
資
源
で
あ

る
林
地
残
材
の
活
用
は
林

業
振
興
に
よ
る
雇
用
な
ど

波
及
効
果
は
大
き
い
が
、

発
電
事
業
は
必
要
な
木
材

の
確
保
と
価
格
上
昇
が
リ

ス
ク
と
な
り
事
業
採
算
性

は
難
し
い
。
山
梨
県
道
志

村
で
温
泉
施
設
に
薪
ボ
イ

ラ
ー
を
導
入
し
間
伐
材
で

薪
を
生
産
し
1
㎥
5
千
円

で
買
い
取
っ
て
山
主
の
収

入
や
地
域
資
源
の
有
効
利

用
に
つ
な
げ
て
い
る
。
本

町
で
も
製
材
所
の
必
要
性

が
高
ま
れ
ば
薪
ボ
イ
ラ
ー

に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
有

効
で
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　
　

学
校
給
食
費
を
第

2
子
半
額
、
第
3
子
以
降

無
料
と
す
る
補
助
制
度
を

創
設
し
子
育
て
し
や
す
い

町
づ
く
り
の
推
進
を
。

　
　
　

現
在
の
給
食
費
は

平
成
21
年
か
ら
据
え
置
き

昨
年
4
月
の
消
費
税
8
％

ア
ッ
プ
時
も
引
き
上
げ
分

を
町
費
負
担
と
し
た
。
軽

減
に
つ
い
て
は
給
食
費
の

見
直
し
時
に
子
育
て
し
や

す
い
町
づ
く
り
と
い
う
政

鈴木多津枝 議員

問問
◎告知端末機の全戸設置・無料加入のナゾ
◎度重なる追加工事で調査設計の疑問大
◎木質バイオマス発電で資源活用の検討を
◎学校給食費補助創設で子育て負担軽減を

◎告知端末機の全戸設置・無料加入のナゾ
◎度重なる追加工事で調査設計の疑問大
◎木質バイオマス発電で資源活用の検討を
◎学校給食費補助創設で子育て負担軽減を

答
○有効活用に向け入札後、町負担で全戸配備とした
○補助対象外の工事で当初から別工事としていた
○発電事業は難しいが木質バイオマスは推進したい
○子育てしやすい町づくりの観点も含め深めたい

一 　 般 　 質 　 問

徳山踏切横に建った
アンテナ（徳山）
徳山踏切横に建った
アンテナ（徳山）

ＲＧ授業の給食ＲＧ授業の給食

策
的
観
点
も
含
め
、
給
食

委
員
会
、
教
育
委
員
会
、

総
合
教
育
会
議
の
中
で
深

め
た
い
。

質
問

質
問

町
長

町
長

質
問

町
長
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